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解題にかえて

地域というのは土地と人とそこで、行なわれるさまざ 述したのは農学者が最初であった.その研究はやがて

まな活動で構成されている.土地，人，活動はそれぞ 経済学者にひきつがれ，地理学者，統計学者の聞にひ

れ特徴をもっており，それらの組合せで地域は非常に ろまっていったが，それらの人々は今日的に言えば，

多くのパラエティを示したものになっている いわゆる OR的センスをそなえた人達であった. ，11'も

地域をOR的に解明しようとするならば，狭義には 問題にしなかったところに問題を見出し，誰もが見す

それぞれの地域で何かしら最適にすべきシステムを抽 ごした現象を取り上げそこに法則性を見つけようと努

出し，それについていわゆる ORを実践すれば良い. 力することから新しい学問分野が開けるのは常識であ

この積の問題は数多く解かれている.たとえば数年前 るが，この常識が最も要求されているのが地域のOR

に ORSA の特集号“urban problems" で取り上げ においてであると言うことができる.

られたようなテーマは，正しく，地域のORの典型的な 機能の単純な点的脳設の最適立地についてのORは

例であると言えよう.アメリカでは“public systems" もはややりつくされていると言われている.関心は線

に対する ORの適用は盛んであり，これに分類される 的施設の計画l論，複合した機能をもっ点的施設の ir.地

論文の数は非常に多い. 論，商的な拡がりのなかでの機能の最適配分に移って

地域はそれぞれに歴史をもっている.地形や気象条 おり， NUE (The New Urban Economics) 学派

件が地域の活動に影響を与え，それが地域内システム と工学，地理学との結合による地域分析，地域計両手

の機能や形状を規定する.世界中のほぼ等しい人口規 法の開発も期待されている.

模の都市を比較すると，同じ市街地の形態や道路網を これからの地域のORは，地域をその構成要素にた

もつ都市は見つからないはずである.したがって， 0 ちかえり，地域とは何か，それを何によってどうとら

Rの地域への適用例の数は(都市の数) x (システムの えることが有効て、あり， ORの対象となることができ

数) x (…回目…・) x (・……・・)と無数に考えることができ るかを，あらためて考え出す時期にきているようであ

る.このことはしかしながら，この分野でOR ワーカ る.地域のORのための研究費も，わが国では今のと

ーの仕事がたくさんある以上の意味はない.この積の ころ決して少なくない額が使われているのであるから，

研究をいくら行なってみても地域を全体として理解す それをより有効に使用するために努力する人がどんど

ることができるようにはならないし，地域の将来のあ

るべき姿を考える比J)けにはならない.

地域を全体としてとらえ，それを数学的モテ、ルで、記
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ん出てくる一つのきっかけになればとの願いをこめて

この特集を組んだ次第である.
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